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【提出日】令和1年11月20日(2019.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　濾胞性制御性Ｔ（ＴＦＲ）細胞、及びサイトカインを含む、増強された免疫活性を有す
る組成物であって、好ましくは
　前記増強された免疫活性が、天然のＴＦＲ細胞と比較した、ｉｎ　ｖｉｔｒｏ及びｉｎ
　ｖｉｖｏでの抗体産生の増強により特徴づけられる、または／および
　前記増強された免疫活性が防御抗体応答である、または／および
　前記サイトカインがＩＬ－２１又はＩＬ－６である、組成物。
【請求項２】
　低減された活性を有するＴＦＲ細胞を含む組成物を調製する方法であって、
　ａ）ＴＦＲ細胞、制御性Ｔ（Ｔｒｅｇ）前駆細胞、又はその両方を含む最初の細胞集団
を得る工程；
　ｂ）サイトカインの存在下、ｅｘ　ｖｉｖｏで前記細胞を接触させる工程；及び
　ｃ）前記細胞集団からＴＦＲ細胞を単離する工程であって、単離されたＴＦＲ細胞は低
減された免疫活性を有する、工程；
を有してなり、好ましくは
　前記サイトカインがＩＬ－２１又はＩＬ－６である、または／および
　前記低減された免疫活性が、抗体産生の増強をもたらす、または／および
　前記最初の細胞集団が、１又は複数の対象の末梢血、組織又は器官から単離され、
　好ましくはさらに、細胞をサイトカインと接触させる前に、前記細胞集団からＴＦＲ細
胞及びＴｒｅｇ前駆細胞をソートする工程をさらに含む、または／および
　前記細胞集団を拡大する工程をさらに含む、方法。
【請求項３】
　必要とする対象における免疫応答の調節に使用するための、濾胞性制御性Ｔ（ＴＦＲ）
細胞とサイトカインとを含む、有効量の組成物であって、好ましくは
　前記サイトカインがＩＬ－２１又はＩＬ－６である、または／および
　前記ＴＦＲ細胞が、前記サイトカインと一緒に又は組み合わせて投与される、または／
および
　前記対象に投与する前に、前記ＴＦＲ細胞を前記サイトカインと接触させる、または／
および
　前記ＴＦＲ細胞が、対象の末梢血から単離されたものである、または／および
　ＴＦＲ細胞の調節が、増強された抗体産生をもたらし、
　好ましくはさらに、ワクチンの使用を含む、または／および
　ＴＦＨ細胞を含む組成物、及びワクチンを共投与することを含む、または／および
　前記組成物が静脈内投与される、組成物。
【請求項４】
　前記対象が、ウイルス感染、細菌感染、病原性感染、真菌感染、及びがんからなる群よ
り選択される疾患又は状態を患っている、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　増強された免疫活性を有する、ＴＦＨ細胞及びサイトカインの組成物を含むアジュバン
トであって、好ましくは
　前記サイトカインがＩＬ－２１又はＩＬ－６である、または／および
　前記ＴＦＨ細胞が、対象の末梢血から精製されたものであり、
　好ましくはさらに、対象の末梢血から精製されたＴＦＨ細胞、増強された刺激能を有す
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るＴＦＨ細胞、又はそれらの任意の組合せをさらに含む、アジュバント。
【請求項６】
　対象における免疫応答のアップレギュレートに使用するための有効量の、請求項１～４
のいずれか１項に記載の組成物又は請求項５に記載のアジュバント。
【請求項７】
　請求項１に記載の組成物又は請求項５に記載のアジュバントを含む、ワクチン。
【請求項８】
　対象における抗体産生の増強に使用するための、請求項５に記載のアジュバント。
【請求項９】
　対象における防御抗体応答の増加に使用するための、対象におけるＴＦＲ細胞媒介抗体
抑制を低減させるのに有効な量のＴＦＲ細胞抑制を調節できる第１の作用物質であって、
　好ましくはさらに、ＴＦＨ細胞媒介抗体産生を増加させるのに有効な量の選択的ＴＦＨ
受容体を調節できる第２の作用物質の使用を含み、
　前記防御抗体応答が、前記第１又は第２の作用物質の不在下での防御抗体応答と比較し
て高められる、第１の作用物質。
【請求項１０】
　前記第２の作用物質が、前記第１の作用物質と一緒に、組み合わせて、又はその後に投
与される、請求項９に記載の第１の作用物質。
【請求項１１】
　前記第１の作用物質がサイトカインである、請求項９に記載の第１の作用物質。
【請求項１２】
　前記サイトカインがＩＬ－２１又はＩＬ－６である、請求項１１に記載の第１の作用物
質。
【請求項１３】
　前記第２の作用物質がワクチンである、請求項１２に記載の第１の作用物質。
【請求項１４】
　前記対象が、ウイルス感染、細菌感染、病原性感染、真菌感染、及びがんからなる群よ
り選択される疾患又は状態を患っている、請求項１３に記載の第１の作用物質。
【請求項１５】
　前記防御抗体応答が、疾患の病原又は病因を低減する又は排除する、請求項１４に記載
の第１の作用物質。
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